














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































D lO(AD295A)鉄筋の埋込 200mmの試験体 3(試験荷重
21.043KN)は29.6KNで鉄筋引張降伏となった。
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写真 15 補強金物 1
鉄筋D16(295A)曲げ加工長さ 600mm・補強PL(底面6mm・
側面9mm)現し部分錆び止め塗装
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IrThe Far East 20号，1871年3月16日号』より
太地町立くじら博物館蔵
大正11年の消印のある絵はがきに写る官舎全景 中瀬古友夫氏所蔵
大正期の手彩色された絵はがきの灯台と官舎 溝端佳則氏所蔵
昭和25年1月25日の日付のある樫野埼灯台災害復旧図
立面図に煙突の描かれた橿野埼灯台災害復旧工事設計図
災害復旧図には、当時存在していない煙突が立面図と屋根伏せ図に描かれている。
かつて石製煙突の存在していた潮岬灯台官舎の図面の描き写しか、樫野埼灯台官舎の
竣工当時の設計図には煙突が存在し、それを描き写した結果なのかは不明である。
海上保安庁第五管区海上保安本部所蔵
海上保安庁第五管区海上保安本部所蔵
日本燈台燈船穆標磁標便覧表
明治5年(1872)、工部省が作成した、当時の国内の燈台・燈船・浮標・磯標の一覧表。
位置、初灯年月日、光遠距離などが記載されている。築造方として「アル、ヘンリ、プラントン」と書かれている。
樫野埼は、 「明治3年6月10日(西暦1870年第7月8日)初点灯、白色石造、第二等旋轄(転)白色半分時間毎二護輝ス、
光達距離十八里」などと書かれている。
あと
ませんでした。
その後、 4
をテーマにした私は、
るようになちました。しかし、こ
でたどり着くことiまあちませんでした。その後も、
ワークショップ20絡の敷地が紀伊大島であったため串本町
しましたが、この時も樫野埼灯台市官舎は見ることが
あちませんでした。
ました。その時の感想と に残っています。ま
じめて慢にして、 f何もわからないj というのが
した。 fまったくj と付け加えてもいいくらいの
f荷もわからないjでした。その私に対して、
で fわーこれはすごいJrわーこれは00だJと建物で何か
を見つけるたびに感動されていました。私にはまったく
できませんでしたが、その官舎と深く関わることがその時ス
タートしました。
しているのか
しているのか分からない中、設計図面をまとめました。
タートしました。その時に、それまでトタン
けられ、それま
られました。それまで見えていなかっ
がしました。それから還に 1
と自に見えて出来上がっていく
特に文化財の改諺の現場で
はその体感はできません。むしろ爵に見えて変わっていたら
り
のをつくるj ので誌なく、 f古いものの中から向か新しいも
のを見つけるj という行為に必死に取ち組みました。
も過ぎ、11丹に入ると麗根のトタンも外されて、
も取られ小選総が現れました。今となれば、こ
してはいますが、
じていた建物とは違う新しい伺かを感じまし
その後、陸屋根の痕跡や樋の痕、様々
したが、 f建築って作るだけが新しいことではなく
て、作らなくても新しいことはあるのだなjというのがその
時に棒感したことだなと思います。
今屈の改修工事は公共事業で、あって税金を頭かつて
でした。工事はどんどん進んで行くけど、一向に建物はきれ
いになっていかない。古い
ままです。 f本当にここまででいいのかなJr本当にこれでい
した。けど、 f今すぐの批判はあ
ってもいいj と腹をくくり、「残したことがいつか評倍され
ればJとの思いで敢り組みました。
y c 
ことはいろいろとあ号ますが、 f残すということ
しいものを創っているのだjということです。それは、
くしてくれたよう
れは
いました。
ございました。
しましては、地元の坂井組の皆諜のお力なしには今
聞の改修工事はできませんでした。 の木
下さ
撞野埼・樫野埼灯台、!日官舎に関しでは、これまでにも稿
生先生、田中先生、藤問先生、河瀬さん、上野さん、海上保
安庁の灯合研究生星野さんによる先行の欝査・研究・
がございました。それらの資料が、私の研究を後押ししてく
れました。ここに御礼を申し上げます。
そして、研究室の先輩方の事前の調査・研究があったから今
回の改修工事や本研究安進めることができました。
安中先輩をはじめ実測調査を行っていただいた先輩方には
本当に感謝しております。
また、設計、研究にあたり本多環境・建築設計事務所の柏累
さん、中村君、上田君、講造設計者の 1・0建築構造研究所
の大氏さんにはいろいろとご迷惑をおかけいたしましたが、
に感謝いたしております。
文化財建築物のことを何も知らなかった私が、文化財に興味
をもつようになり、何より文化財は楽しいと思えるようにな
りましたの辻、和歌山県文化財センターの鳴海さんの存在を
なしには語れません。鳴海さんの文化財を見る目、文化財に
とりまして新しい刺激で発見でした。 f文化財は
! Jが鳴海さんへの感謝の気持ちです。心より御
そして、同センターの結誠君に辻、いろい
に感謝いたしております。
るにあたりましでは、和歌山県文化遺産課の田
した。また、設計段階
ご提供
下とはつくることJ
という考え方が私の建築設計に大きな轄をもつことになり
ましたの心より御礼申し上げます。
-教育支援センターの河崎先生には、発
くさんのご助言をいただき本当にありがとう
、ました。
そして、いつも的確なアドバイスをいただきました研究室の
平指先生に辻感議すいたします。学部時代からいろいろとご迷
「心配おかけいたしました。本当にあちがとうございまし
り、本論文の高IJ査の高砂先生には、建築家・建
築設計の目線から、また本論文の構成に関しましでも幅広い
ご指導をいただきました。本当にありがとうございます。
向じく、足立先生には、私の未熟な論文を研究の枠組みや構
成、論述の不錆など多岐にわたって丁寧にご指導いただきま
した。また、足立先生には国際交流の機会も何度もいただき、
私の建築の考え方を大きく成長する機会となりました。本当
に感謝いたしております。
指導教宮であり、本論文の主査の本多先生には、私が学部の
時から 10年以上にわたりご指導環きました。それは、
のけの字も分からない持から、いつも適切なご助言をいただ
き私を指導頂きました。本論文の樫野埼灯合
で新しく見つかったこと、このように保存改修できたこと、
この論文を書けたこと、すべて本多先生のおかげです。途中、
何度も、いや何十度も論文からは逃げ出したくなりました。
やめようとも思いました。私は研究者ではないんだと。しか
し、論文を過して「建築j と「環境jについて何か学べたよ
うな気がします。そして、先生から教わった「建築j と「環
境jをこれからも実践していこうと思います。本多先生には、
心よりこれまでのすべての指導に感謝いたしております。あ
りがとうございました。
最後に、私のパソコンは「かんしゃj と打っと、
と変換されます。それくらいここしばらく、撞野埼灯台!日官
舎に関わってきたのだなと改めて実感いたします。これも
140年以上も訴に、プラントン、そして多くの宮本の現地の
職人さんたちの当時の苦労があってのことだと思います。そ
して、これまでにも多くの方々が様々な形で樫野培灯台官舎
に関わって来られたと患います。
今、そのすべての皆様に心より感謝いたしております。
ありがとうございました。
2013年3月
